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 以上の研究は日焼箔床上,乳児消化管諸疾患Z)レ線学的診断の参考となり,猶,腸重積症の透視・
 下Ba注腸法による整復法1ま実地診療上役立ち得るものと考える.
 一107一
審査結果要旨
 乳児期消化管のレ線像につき正常児,嘔吐を主訴とする場合,また腸重債症などを検索した研究
 である..
 第1報では正常児10例につきバルギン使用,背臥位にて観察し次の結果を得ている.
 喋)食道の最大幅は9～19刎,食道通過時間は5～S秒,上腹部に対する手圧による胃内容
 物の食道への逆流はみとめられない.
 2)胃の蠕動波数は1～2個,右側臥位における幽門通過時間は1～4分,幽門の畏さは1・5
 ～5囎,右側臥位における1時間の胃内容排泄量は4/5～コ/2である.
 5)胃の形態は多くは牛角型または横行錘型を示す.十二:指腸球部は哩ロ例中7例は二等辺三
 角形に近い形を示す.
 第2報にては正常乳児10例について・注腸法により大腸レ線像を観察している.即ち
 1)S竿:結腸.太さ2('』σ卯.可動性は可0例中9例にみとむるも,正中線を越える搬の
 ものは3例にすぎない、S字:結腸の自然の位置は,正中線より右側に在るものが大部分である.
 2)下行結腸.直径1.2～5,5伽.可動生は艇(のが大部分である、
 ろ)麟ii腸曲.可動1生はなく・そぐ〕高さは11～i2胸椎に在るものは律例中6例で地はそ
 れよりや』低い.左右位置は10鯛中1國のみが左鎖骨中央線より右側に在る。
 4)右結腸曲.高さは策1腰椎に在るものが10例中5例,他は第2～5腰椎の高さに在る、
 左右位置は右鐸滑中央線より左方に在るものは10例中2例にみられた.
 5)横行結腸.右下方から左上方に向い略々直1懸雛ζ余附して,中央部の下垂はみられない.
 ブくさ壱ま1.5戸}ろ.50沼.
 6)上行結腸および盲腸.盲腸末端の可動性はない.骨盤内に在るものは5例のみである.虫垂
 の濁彫るまて{列もみ.とめら才しない.
 第る報では吐乳を主訴とする23例のレ濃瀬見をのべている、先天性十二指腸閉塞(.2例)では
 1胃,十二二欄易瑚ミ部の巾広大,ガス囎。劉湯雰∈窄(1{列)では一1一二二手旨腸全f本のま生大と蠕動不巨憲をみと
 めた.その他横隔膜ヘルニア(1例),幽門部通過[麟善(5例),噴門～食道弛緯慮(6例)およ
 び空気嚥下症(9例)について,臨床診断上注意すべき点を述べている.
 第4報では16例の腸翻賓症,そしてその中5例のバリウム注腸透視下における非観血的整復に
 ついて言己述したものである
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